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(Social-ecological Model)に関連した３つのテーマである「意思決定の未熟さ(immaturity in decision-making)」、「家族
の貧困(family poverty)」および「宗教と文化の規範(religious and cultural norms)」が明確となった。直感的な結婚の
決断や、大家族において早い結婚は家族の経済的負担を減らす事という考え方が明らかとなった。また未婚女性
の妊娠はイスラム教では罪である事から、多くが結婚を選択せざるをえない状況であった。 
一方、サラワク州での研究からは「健康リスクを伴う行動(health risk behavior)」、「児童婚は運命との認識(early 
























  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年５月２２日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
